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本園デイサービスの節分祭に参加してきました! 

 

 
 

 色とりどりの鬼たちが‘おにのパンツ♪’を
元気に披露すると、場内は笑いのうずに! 

みなさん見よう見まねに振り付けの体操に

身体を動かされていました。 

最後は今年の病や災いを祓うため、鬼をめ

がけて豆まきを楽しまれました! 

 

古市館恒例の‘節分’を開催! 

 

 
 

 古市館でもやはり鬼が! 

みなさんここぞとばかりに豆ま

きには力が入っていました(笑) 
また、この日はおやつ作りも同時

開催! 

炊いたもち米でみなさんにおはぎ

を作ってもらいました! 



 

 

 

 

 

 

 

 

やすらぎ園 HP 

 
 

第 19回 古市地区文化活動発表会が開催! 

 

 
 

 古市のコミセンにはたくさんの方が集ま
り、さまざまな催しを楽しまれていました! 

 

 
 

古市まちづくり協議会主催 

 

 
 

消防訓練を実施  
 

 

 

初期消火 

避難誘導 

 

消火訓練 

 ひなまつりを開催! 

みなさんの日々のレクの集大成が大きな

ひな壇（壁画）になりました! 

 

 
 

 「節分に鬼が来るのはなぜ?」を調べてみました。 

豆をまく対象がなぜ鬼なのか、それは仏教の考えに由来しているそうです。鬼

は‘人間の心にある煩悩の象徴’とされ、5つの色の鬼が煩悩を表しているとの

こと。赤；欲望、渇望/青；憎悪､怒り/緑；不健康、怠慢/黒；愚痴、疑心/黄（白）；

後悔、甘え 

昔の人は人知を超えた災害や自然現象を鬼のせいと考えていて、鬼の存在が現

代よりも身近だったことから、煩悩も鬼に例えていたということでした。 

 

 


